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⾃⼰紹介

⽒名：⽮⽥⼀樹（やだかずき）

業務：サーバ、ネットワークの運⽤保守

新卒１年⽬です！
⼤学でネットワークを専攻
→⼀⽣懸命業務を覚えてこなす毎⽇です。



参加⽬的

インターネット

ガバナンスの
イメージを固める

世界各国の文化、
立場、現状を知る

社外のコネクションを

増やすため



参加したセッション

Day0(11/25)
・Pro-Event 5 - As a stakeholder in the digital transformation,

can civil society make its voice heard?
(German Ministry of Interior) 

・Launch of the Contract for the Web

・Pre-Event 53 ‒ Electricity , Community , Networks and Digital Inclusion: 
The case of the underserved communities

・Pre-Event 45 - GDPR-after more than one year:
how to make it happen? (MyData Global)



参加したセッション

Day1(11/26)
・ IGF for Beginners Main Session

・ NRIs Collaborative Session on Cybersecurity: 
Discussing the National and Regional expriences
in approaches and cooperation for cyber-security and cyber-safety 
and resilience for infrastructure providers and users

・ OF6 ICANN ‒ DNS , Threats and Opportunities

・ OPENING CEREMONY



参加したセッション

Day2(11/27)
・DC on DNS issues

・Addressing Terrorist and Violent Extremist Content Online



参加したセッション

Day3(11/28)
・Promoting Data Free Flow with Trust in a Digitally Connected World

〜Osaka Track, Biarritz Strategy, and the Future〜

・WS 421 IPv6: Why should I Care? 



参加したセッション

Day4(11/29)
・WS 403 IPv6 Independence Day: Rest in peace IPv4

・OF 48 Open Forum on DNS abuse and misuse

・CLOSING CEREMONY



特に印象に残ったセッション

OPENING 
CEREMONY

・Day1(11/26)に⾏われたIGF開催を知らせるメインセッション

・パフォーマンスから始まり、メルケル⾸相のスピーチ

・⾸相⾃ら登壇して、インターネットに付随するデータの価値、
インターネット・ガバナンスの重要性などを話していた

・国家が注⽬するほど、関⼼は⾼まっているのが印象的で新鮮だった



特に印象に残ったセッション

Addressing Terrorist and 
Violent Extremist Content Online

・テロリストや犯罪グループが投稿する危険コンテンツ

・クライストチャーチで起きた銃乱射事件のライブ配信（Facebook)

・どこまで規制をかけるべきなのか？

・規制をかけすぎると、危険じゃないコンテンツまで範囲に⼊る



特に印象に残ったセッション

WS 403 IPv6 Independence Day:
Rest in peace IPv4

・IPv4が枯渇している今、IPv6移⾏の課題は何か？

・技術的な難しさ、対応機器の問題、ユーザがIPv6に移⾏する導線

・教育⾯に注⽬して、エンジニアを鍛えて伸ばす

・対応機器の切り替えには5~10年かかる予想

・ISP側がサービスを⼯夫して、ユーザがIPv6を使うようなサービスを作る



今回の経験をどう⽣かしていきたいか

インターネット
ガバナンスの
イメージを固める

世界各国の文化、

立場、現状を知る
社外のコネクションを
増やす



今回の経験をどう⽣かしていきたいか

・インターネット・ガバナンスという概念が
あることを知ってもらうための広報

・英語への抵抗が減ったことを⽣かして、
IGFだけでなく他の海外カンファレンスに、
参加する



参加⽀援プログラムに関する所感

・インターネット・ガバナンスを知る、
きっかけとなった。

・⼈的・経済的なサポートは、
国際会議に参加するハードルを⼤きく下げる

・今回だけでなくこれからも、
インターネット・ガバナンスに関⼼を持ち続けたい




